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The joint distribution of height and weight was investigated on girls in a girl' s senior high 
school in Hyogo Prefecture. The data used are records of the school physical examination 
from 1988 to 1990. The total number of girls examined were 2399， 2459， 2369， respectively， 
in the 1st， 2nd， 3rd school year. 
The joint distribiution of height and weight with the class interval of 2cm height and 2 
kg weight and then 10th， 25th， 50th， 75th， and 90th percentile of weight in each class of 
height was tabulatid for each school year， in order to find the standard for screening of obese 
and/or thin girls. 
The characteristics of the joint distribution of height and weight was well represented by 
the trapezpod enclosed by lines of 10th and 90th percentils of weight and lines corresponding 
to height of mean土1.282x SD. 
Among various indices of body build， the Caup lndex was found to be mosty adequate for 
the screening of obese and/or thin girls by the examination based on the joint distribution 
of height and weight. 
緒扇
肥満は中高年の幾康問題，あるいは幼児，児童生徒
の肥満児童問題等として注目されているが，女子高校
生についてはこの種の研究がきわめて少ない.著者等
は女子高校生のE巴痩度判定の造主導主主ど検討する目的で，
定期懲燦診断時の身長・体議測定値を資料として身長
体重同時分布を調査した.二，三興味ある知見を得た
主主においても健康上，教育上の問題となっている.ま ので、報告する.
た，高校生においては痩せすぎも肥満と向様に鑓康上
注目する必要がある. 調査方法
肥満，痩せのスクリーニングには，一般に身長，体 資料は，兵庫県下の茶私立女子高校生の昭和63年
重視j定債が利用される.身長・体愛測定伎による肥痩 から平成2年の3年間の 1年生延2399名 2年生延
度判定の基準としては20歳代以上については，昭和 2459名 3年生延2369名の定期健康診断時の身長，
58， 59年の国民栄養調査結果に基づいて，性-年鈴 体重測定値で，以下のように分析した.
階級別に『肥満とやせの判定表・図』がつくられ1)， 1.学年別に身長の平均値と標準偏差，体重の平均
また，幼児，小中学生についても身長体議問時分布を 鐙と標準偏差，身長と体震との相関係数，身長に
検討した研究結巣がニ，三見られるが3)4)5)，女子高校 対する回帰係数を求めた.
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Table 1. Mean Standard Deviation of Height and Weight 
School Number of Height( c田) Weight( kg) Corelation Regresion (year) Subjects Mean S.D. Mean S.D. 
1st 2399 157.3 5.0 51.4 6.6 0.47 0.62 
2nd 2459 157.8 5.0 52.2 6.8 0.45 0.61 
3rd 2369 158.1 5.1 52.4 6.9 0.44 0.61 
2. 学年別に身長を2c居間隔，体重を2kg間隔に区
分した身長体重何時分布表をつくり，対象数 50
以上の各身長群 (2c回総)について，体震の 10
パーセンタイノレ値(軽い方から 10%に担当する
人の体重)， 90ノミーセンタイル値(震いガから
100/0に相当する人の体重)を，また，対象数 15
以上の各身長群について，体重の 25，50， 75 ， 
パーセンタイル{疫を計算した.
次に各パーセンタイノレ鎚について，各身長群の体重
値に最もよく適合する霞線(身長と体護との関係を示
す…次式)を殺小自乗法によって求めた.
結果および考察
Table 1は，学年別の身長の平均値，擦準綴羨，体
震の乎均値，標準偏差で，身長と体重との相関係数，
身長 (cm)に対する体重 (kg)の回帰係数を併記した.
各学年の身長，体重の平均値，標準偏差は文部省の
学校保健統計の備にほぼ等しい.すなわち，本研究の
対象集団は少なくとも体格に隠しては，全国の女子高
校生の比較的に煽りの少ない標本とみなすことが出来
る.
Fig.1 は各学年の身長の分布， Fig.2は体重の分布
である.各学年とも身長はほぼ正規分布を示すのに対
し，体重の分布には正の歪みが認められる.この正の
歪みは各身長群の体重分布についても認められた.一
例として 3年生の身長 155ー 157cmの者の体議分布
をFig.3に示した.
このように，体重のの分布には正の歪みが認められ
るので，体重の平均値，標準備羨に義づいて各他人の
胞痩度を判定することは妥当ではない.そこで，学年
別に身長体重同時分布表(身長2c田間隔，体重2kg潤
隠)をつくり，身長群毎に体重の 10，25， 50， 75， 90 
ノξーセンタイノレ値を求めた.ただし，対象数の少ない
身長群では，偶然にパーセンタイル績が大きく変動す
るおそれがあるので 10，90パーセンタイルは対象数
50以上の身長群， 25， 50， 75パーセンタイノレ値は対
象数 15以上の身長群についてのみ求めた.すべての
ノミーセンタイノレ値で各身長群の体愛の向ーパーセンタ
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Fig. 1. Distribution of Height 
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Fig. 2. Distribution of Weight 
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Table 2. Linear equation fitted to the Percentiles 
(y-y) =s(X-X) COR. (Y -y) = s (X -X) COR. (Y…y) =s(X一文) COR. 
100/0 Y=0.5176X-36.5 0.99 Y=0.6076X-50.1 0.99 Y口 0.6429X-57.0 0.98 
25% Y之江0.6115X-48.0 0.99 Y =0.5819X -43.8 0.98 Y=0.6070X-47.4 0.99 
50% Y=0.6173X-45.6 0.99 Y口 0.5935X-42.2 0.99 Y口 0.6563X…51.8 0.99 
75% Y之江0.6656X-49.1 0.98 Y=0.6224X-43.1 0.99 Y=0.6626X-49.3 0.99 
90% Y=0.6430X-42.。0.99 Yロロ0.6730X-46.9 0.98 Y=0.7413X-57.4 0.97 
イノレ催はほぼ一直線、に主主んだので，適合する一次式を
最小8乗法によって求めた.
Table 2は各パーセンタイル値に適合する一次式
( Y:体議 (kg)，X:身長 (c皿))である.表に示し
た大きい正の相関係数はパーセンタイノレ{疫の直線への
適合がきわて良好なことを示している. Table 3，4， 
5はそれぞれ 1，2， 3学年の各身長に対する体重の
10， 25， 50， 75， 90パーセンタイル債(一次式
から求めた備)である.これらの表は各個人の肥痩度
の判定に役立つであろう.
女子高校生の身長体重同時分布の特長を体重の 10，
90パーセンタイノレ値に適合された直線と，身長の平
均値土1.282X標準偏差の直線で留まれる梯型で検討
することな試みた.
Fig.4は3年生の結果である.身長はほぼ正幾分布
をするので，身長の平均値土1.282X標準備援の示す
2直線の間に全対象の約 80%が入るとみなすことが
できる.また，体重の 10，90パーセンタイノレ値の間
には全対象の 80%が入るので，この梯型の中には全
対象の約 64%が入ると見なすことができる.なお，
図には身長体重同時分布の特徴をより明確に示すため
に 50パーセンタイル緩(中央値)に適合する箆線
を併記した.この阪から，中央値の直線が中央よりか
なり軽量側に位援していること，すなわち，すべての
身長若手で体震の分布は震い側に長い尾をひく正の奈み
を示すこと，また，パーセンタイル{疫の直線の傾斜
Height(cm) 
170 
Median 
100ercentile .1'-ブー一一-7X + 1.282SD 
.1 / / 
160 
150 
¥'.-1 
/ / 
/ ノ/90percentile 
/ ! / 
;" / / 
/ノ
ι一一・-，-ー 一一一J 文一1.282SD
o 40 50 60 Weight (kg) 
Fig. 4. Joint distribution of Height and Weight 
among 3rd grade girls 
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は， 10， 50， 90パーセンタイル値の順に大きく
なっていて，身長の高い群ほど体重の分布隠が広く
なっていることなど，身長体重問符分布の特長を犯握
することができる.
Fig.5は 1，2， 3学年の身長体重同時分布を前
述した梯型によって比較した結果である.梯裂の位
置，形は3つの学年で‘よく類似しているが，身長は高
学年ほどわずかに高く，向一身長に対する体重分布で
は身長の低い場合には高学年ほど体重が重く，身長が
高い場合には，高学年ほど体震が縫い傾向が認められ
た.すなわち，身長 153cmの体重の 10ノミー センタイ
ノレ値は 1年生 42.7kg， 2年生44.4kg， 3年生 43.6
kg， 90パーセンタイル値は 1年生 56.6kg， 2年生
56.4 kg， 3年生 57.0kg，であるのに対し，身長 163
cmの体重の 10ノ《ーセンタイル僚は l年生4ヲ.1kg， 2 
年生 49.6kg， 3年生48.5kg， 90ノミー センタイノレ値
は 1年生 65.4kg， 2年生 63.1同 3年生62.4kgで
あった.
次に， sE痩度半IJ定の簡便法として体格指数が広く用
いられているが，女子高校生の胞痩度判定にはどの体
格指数が適当かを調査結果に蒸づいて検討してみた.
身長，体護測定値を用いた体格指数には，比体重
(W/LX 100) ， カウプ指数 (W/U X 1()4) ， ロー レノレ
指数 (W/L3X 10) ， リピ一指数 (W悶/江Lx10的){Wは
体主愛震(l均氾ω)λLは身長 (ω)口}等があるが， ここで
上兆七体3震霊， カウプ指数， ローレル指数について検討した.
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Table 3. Percentiles of Weight of 1st grade girls with various Height 
Weight (kg) 
10 percentiles 25 percentiles 50 percentiles 75 percentiles 90 percentiles 
145.0 38.6 40.7 43.9 47.4 51.2 
147.0 39.6 41.9 45.1 48.7 52.5 
149.0 40.6 43.1 46.4 50.1 53.8 
151.0 41.7 44.3 47.6 51.4 55.1 
思
153.0 42.7 45.6 48.8 52.7 56.4 
155.0 43.7 46.8 50.1 ゴ; 57.7 4tau z 2 a 157.0 44昏8 48.0 51.3 59.0 159.0 45.8 49.2 52.6 60.2 
161.0 46.8 50.5 53.8 58.1 61.5 
163.0 47.9 51.7 55.0 59.4 62.8 
165.0 48.9 52.9 56.3 60.7 64.1 
167.0 49.9 54.1 57.5 62.1 65.4 
169.0 51.0 55.3 58.7 63.4 66.7 
Table 4. Percentiles of Weight of 2nd grade girls with various Height 
Weight (kg) 
10 percentiles 25 percentiles 50 percentiles 75 percentiles 90 percentiles 
145.0 38.0 40.6 43.9 47.1 50.7 
147.0 39.2 41.7 45.0 48.4 52.0 
149.0 40.4 42.9 46.2 49.6 53.4 
151.0 41.6 44.1 47.4 50.9 54.7 
( 、t箆剛J〆 153.0 42.9 45.2 48.6 52.1 56.1 
155.0 44.1 46.4 49.8 53.4 57.4 
4 出制dbBa 
157.0 45.3 47.6 51.0 54.6 58.8 
159.0 46.5 48.7 52.2 55.9 60.1 
161.0 47.7 49.9 53.4 57.1 61.5 
163.0 48.9 51.0 54.5 58.4 62.8 
165.0 50.2 52.2 55.7 59.6 64.1 
167.0 51.4 53.4 56.9 60.8 65.5 
169.0 52.6 54.5 58.1 62.1 66.8 
Ta勤leS. Percentiles of Weight of 3rd grade girls with various 廷eight
Weight (kg) 
10 percentiles 25 percentiles 50 percentiles 75 percentiles 90 percentiles 
145.0 36.2 40.6 43.4 46.8 50.1 
147.0 37.5 41.8 44.7 48.1 51.6 
149.0 38.8 43.0 46.0 49.4 53.1 
1.0 40.1 44.3 47.3 50.8 54.5 
g 153.0 41.4 45.5 48.6 52.1 56.0 
155.0 42.6 46.7 49.9 53.4 57.5 
J出判也fiふa 
157.0 43.9 47.9 51.2 54.7 59.0 
159.0 45.2 49.1 52.6 56.1 60.5 
161.0 46.5 50.3 53.9 57.4 61.9 
163.0 47.8 51.5 55.2 58.7 63.4 
165.0 49.1 52.8 56.5 60.0 65.0 
167.0 50.4 54.0 57.8 61.4 66.4 
169.0 51.7 55.2 59.1 62.7 67.9 
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要約
女子潟校生の肥痩度判定の参考資料を得る目的で，
兵庫県の莱私立女子高校を対象として，昭和63年か
ら王子成2年までの 3年間の i年生延2399名 2年生
延2459名 3年生延2369名の定期健康診断時の身長
・体重浪tl定僚を用いて，身長体重i弓時分布を検討した.
(1) 各学年の身長・体重まの平均値，標準偏差は文部
省の学校保健統計の債とほぼ一致した.
(2) すべての学年で，体重の分布には，全体につい
ても，身長群別にみても正の歪みが認められた.
そこで，学年別に身長体重同時分布袋(身長2cm 
間限，体重2kg間隔)をつくり，身長群を躍に体重
の 10，25， 50， 75， 90パー センタイノレ{痘を
求め，さらに，各パーセンタイル値に適合する一
次式を求めて，個人の肥痩度判定に役立つ身長別
の体重のパーセンタイノレ儀表を作成した.
例えば年生の 10ノ之ー センタイノレイ痘箆線上の
3点，①身長 130cm，体重 30.4kg， @身長 150
cm，体愛40.9kg，③身長 170cm，体重51.3kg， 
について計算した結果では，比体重は①2.34，
②2.72 ，③ 3.02，と身長のi弱い群ほどf直が大き
くなり，ローレル指数では逆に，①1.28， 
②1.21 ，③ 1.05，と身長の高い群ほど{痘が小さ
くなった. これに対し，カウプ指数では，
①1.80，②1.82，③1.78，と身長群による値の
相違が比較的に小さかった.この傾向は他の学
年，他のパーセンタイノレ債直線においても肉様で
あった.身長の高低に関係なく，体重が向ーの
ノミーセンタイノレ値の者の肥痩度を等しいと見なす
のが適当と考えられるので，女子高校生の肥痩度
判定のための体格指数としては，カウプ指数が最
73 
も適当と考えられる.
なお，よく使われる BMIは体重 (g)1身長 (m)
として求められるので，肥痩度の表し方としては
カウプ指数と同様になる.
(3) 身長体重問時分布を体重の 10，90ノミー センタ
イノレf直に適合させた直線と身長の平均値
土1.282x標準婿差の直線で臨まれる梯君主によっ
て示し，身長体重向持分布の特徴(体意分布の正
の歪み，身長の高い群ほど体重の分布隠が広くな
ること等)を把握することがで、きた.
(4) 身長体重同時分布に基づいて検討した結果で
は，女子高校生の肥痩度判定のための体格指数と
しては，カウプ指数が最も適当と考えられた.
なお，本論文の婆旨は平成3年4月，京都で行われ
た第61回日本衛生学会にて発表した.
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